	[image: ]以下は、テキストの一部です。

	第3章　活動手順

・前述のごとく、QCサークル活動は、原則として失敗が許される活動であり、CAPDサイクルである（例外的に一発勝負もあり得るが）。

・これに対して、失敗が許されない大改善は、事前に入念に研究して「これなら間違いなく成功だ」と確信させるデータを手に入れてから本番に移る。
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	3-1. テーマのタイプ
　・CAPDサイクルを構成する数個の活動は、皆同じタイプとは限らず、およそ４種類のタイプがある。
　例えば、
　　１回目は、施策実行型で失敗し、
　　２回目も、施策実行型で、半分成功し、
　　３回目は、原因究明型、で効果なく、
　　４回目は、課題達成型で完全解決。
～という具合である。
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	3-2. 一般に教わるQCストーリー
　・従来、日科技連等で教わったQCストーリーという手順は「一発勝負」の手順であって、QCサークルに全く向かない。
　　　・活動テーマを１個だけ選定し、
　　　・事前に研究もせずに、
　　　・要因分析をして、
　　　・対策を立案して実施すれば、
　　　・一発で解決する～
という夢のような筋書きである。
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	3-3. QCストーリーの歴史（TQC用語辞典）
　・QCストーリーは、もともと過去の問題解決事例を他人に分かりやすく発表するために工夫された報告書の手順であった（正）。
　・その後、実際に問題を解決する進め方としても非常に有効であることが確認された（誤）。
・大改善に向いているが、小改善には不適当。
　


▲

	
[image: ]
	3-4. 反対説
　・濱田金男氏は、従来のQCストーリーの全体がPDCAで構成されていると左図のように説くが、明らかな間違いであって、専門家でそのように考える人は皆無であろう。
　・正しくは、このようになっている。
QCストーリーは、一部にCAPDを含むものの、繰り返すようにはできておらず、大改善の手順である。

	[image: ]
	3-5. CAPD or PDCA　サイクル

　・新規開発の場合はP(Plan)から始まるPDCAになり、
・すでに始まっている業務を改善する場合はC(Check)から始まるCAPDとなる。

・QCサークルのように失敗が許される活動（小改善）は、失敗してはやり直すCAPDサイクル以外に方法がない。
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	3-6. PDCAサイクルの歴史
　日本では、第二次世界大戦の終戦後、米国のデミング博士によって紹介されたように説かれる。それは、日科技連の素人が勘違いして、
・Plan（計画）：業務計画を作成し、
・Do（実行）　：計画に沿って業務を行い、
・Check（評価）：実施が計画に沿っているか評価
・Act（改善）　：計画に沿っていない部分を改善。
～という意味不明の内容にして公表したため、普及されなかったのである。
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	3-7. PDCAの繰り返し

　・PDCAは、大昔から行われている手順であって、デミング博士が発明した訳ではなく、博士はそれを奨励しただけである。
　・左に、「ボールペンが書けない」という不具合を解決する場合のPDCAサイクルを紹介する。
　・P：ボールペンで書いてみよう。
　・D：書いた。　C：かけない。　A：あのボールペンを使ってはどうか？


▲
	[image: ]
	第2回～3回目のPDCA
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	3-8. QCサークルの風景

このサイクルをQCサークルで行うと、左のようになる（現状把握Cから始まる）。
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	3-9. CAPDの有効性
　CAPDの成否を左右するのは、「質の良い改善案」が浮かぶかどうかである。知識や経験が多いほど「良い案」が出やすく、アイデアがない人ほど、「休むに似たり」という結果になるのは否めない。

　しかし、CAPDサイクルが優れた手順であることは歴史が証明している。ノーベル賞の授賞者の多くは、これで成功しているからだ。
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	3-10. 4回繰り返した例
　・CAPDを1回やって成功～という活動は、恐らく手掛ける前に対策を知っていた場合に限られる。事前に原因・対策を知らない場合は、ここに示したように、何回か繰り返さないと良い結果にはならない。

　・以下に、３回繰り返した事例を追ってみよう。
　


▲
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	第4章　発表
QCサークル制度の直接の目的は、QCサークル綱領によると、次の３つである。
・自己啓発
・相互啓発
・職場の管理・改善
従って、発表会の目的は相互啓発（相互啓蒙ともいう）であって、発表テーマはこれに適するものを選定しなければならず、審査も相互啓発に役立ったかどうかを審査しなければならない。
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	4-1. サークルの紹介
　必ずしも写真である必要はないし、
　　・サークル名
　　・リーダーの氏名
　　・書記の氏名
　　・メンバーの氏名
その他、サークルの特徴を紹介するものでもよい。
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	4-2. 発表テーマ

・発表テーマの名称は、活動テーマの名称と異なってよい。例えば、データの収集を工夫したなら、「データ収集の工夫」という名称でもよい。 

・どのような業務のどのような問題を改善したのか、問題の内容を簡単に説明する。 
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	4-3. 発表テーマの候補
　・任意発表事項であり、必ずしも発表する必要はない。
　・私たちのサークルには、「発表してもよい」と思われるテーマが５つほどあり、今回は「電気湯沸かしポットの擦りキズ対策」を発表させて頂きます。




▲
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	4-4. 選定理由
そのテーマの発表が、どういう点で相互啓蒙に適するのか、例えば～ 
　　・他のサークルに参考になりそうな点 
　　・自分たちが勉強になった点 
　　・困って、相談したい点 ～などを簡単に説明。
言い換えれば、この後に詳しく説明するから、その時は注意して聞いて下さい～という予告である。
〔注〕３つのうち、「なぜ、これを選んだか」は説明しなくてよい。３つは、どれでもよいからである。
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	4-5. 原因の推定、対策の立案
　・CAPDを繰り返すたびに、心理状態の変化を説明している。一喜一憂しながらCAPDを繰り返すのは楽しいものだ～という実感が湧くように説明する。

	[image: ]
	4-6. 効果の確認
　・ここでは１回目、２回目、３回目の対策の効果を理論的に説明しなければならない。
　・単に、「１回目も２回目も効果がなく、第３回目に効果が出た」というだけでは、根拠の説明がないから、不可である。
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	4-7. 勉強になった点
　・これが発表理由の詳細である。


▲
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	4-8. サークル間の互選
　・審査は、「相互啓蒙に適するか」という点で採点しなければならず、サークル間の互選になる。お偉方が審査してはならない。
・表彰は、上の審査の結果に基づいて、お偉方が行ってよい。
・従来はお偉方が審査したから、金額効果の大きい発表が賞をさらい、ウソ発表が多く見られた。


▲
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	第5章（１）　活動事例
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	5-1. 優先テーマの現状

　・活動板に掲示している優先テーマ
　＝現在、取り掛かっている活動テーマ

　・今回、新たに取り組み始めたテーマの活動状況を説明する（これは、発表ではない）。
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	5-2.  １回目のCAPD
第1回C（現状の把握）
・毎日、1000個中、20個ほどの擦りキズ不良が出ている。
・特徴は、いつも同じようなところに付く擦りキズ。
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	第1回目のA（原因推定、対策案）
　・作業台に擦れてキズになっていないか？
　・マットを敷いたら？



第1回目のP（対策の決定）
　・よし、マットを敷いてみよう。


▲
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	活動の終了
　・QCサークル活動は、どのような場合に終了するか？
　・従来の発表を見ると、対策を講じて効果を確認して、それで打ち切りである。「繰り返す」とう観念は全くない。
　・それは、効果があると事前に分かっていた対策を講じてみた～というだけの活動だからである。
　・正しくは、①問題が完全解決した時。②手段が尽きたとき。
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	第5章（２）　発表手順

　以上の活動をどのように発表したらよいか、検討しよう。

	
	5-5. 発表手順の概要、審査
　事例発表は、相互啓蒙を目的に行う。つまり、 ～
　1. 他のサークルに参考になりそうな事例 
　2. 自サークルが困っている事態を開示し意見を求める事例 
　3. その意見が役立った事例～等。 

実施したことを実施した順に詳細に説明するのではなく、上の目的に沿った部分を詳しく説明し、関係のないところは要点だけにするか、省略する。 
表彰は社長でよいが、審査はサークル相互の投票で行う。
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	5-6. サークルの紹介


▲
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	5-7. 発表テーマ、及び、選定の理由

　ここでいう「選定の理由」とは、発表に値すると考えた理由を指す。
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	5-8. キズ不良の発生現場

　トラブルが発生し、又は発見される場所、時～等ンの状況を説明する。
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	5-9. 現状の把握

　実際には、もっと長期にわたって、打点が多い方がよい。この程度の打点では、バラツキを±5とするには無理がある。
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	5-10. 原因の推定、対策の立案

３回分のCDPAをまとめて発表する。


▲
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	第６章　活性化
　「QCサークルの活性化」とは、どういう意味か？
　統一定義がある訳ではないが、
　・黙って放置すると、何もしない。
　・発表が迫ると、なぜか発表資料作りが始まる。
　・発表では、ちゃんと活動して成果を出している。
このようなやったふりのQCサークルではなく、堅実に改善を進める職場作りが活性化である。活性化すれば、「やりたくてうずうず」の状態になる。
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	6-1. 活性化の出発点
QCサークル活動の進め方を指導するサイト、指導機関、セミナー、著作物は多数あり、長年、誤った指導がされてきた。その結果、どうなったか？
「活性化するには、どうすればよいか？」という谷間に落ち込んだ。そこに、「何かが間違って指導された」との結論に達しなければならない。
「活性化」とは、どういう意味か？ 「やりたくて仕方がない状態」のこと。ここを出発点として、進め方を研究しよう。
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	6-2. 正しい活動を褒めよ
従来も、活性化のための進め方が指導された。
それは、「発表させて、お偉方が褒めちぎる」というやり方である（日科技連の指導）。
　「ここがよかった、あそこがよかった」と指摘して、 「豚もおだてりゃ木に登る」 ～との考え方だ。
しかし、ウソ話を褒めても、真の喜びは得られない。　日科技連の指導は、ここが間違っていた。
　正しい活動を褒めよ。
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	6-3. 簡単なテーマでCAPD
　・QCストーリーに従え、金額効果を出せ、全国大会で入賞を～という要求がQCサークルをダメにする最大の原因である。　簡単な、手段がすぐに分かるようなテーマから始めよう。
　・ただし、重要な条件がある。
(1) 「もう少し良くならんか」とCAPDを繰り返す。
(2) 人は、正しいことを繰り返せば、学んで育つ。


▲
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	第７章　重要なQC手法
QC手法は何のために使うか？
QC手法は種々あるが、QC最も活動で普遍的に使用されるのは、
1 時系列折れ線グラフ（現状把握、効果の確認）
2 要因の層別（疑わしい要因の検証）
の２つである。
　さらに進んで、複数の要因や疑わしい要因を検証するための直交配列表を使ってみよう。
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	7-1. ①データの意味を明確化
・QC手法は、データの中に潜むデータの意味を明確にする役目を持つ。左図の数値データを見ても意味不明だが、グラフに表すと傾向が見える。
体重を減量すると、最初は順調に進むが、次第に停滞してくることが分かる。
1. データだけで意味が分かるなら、QC手法は不要。
2. グラフを示して「こうなりました」はダメ。何が分かったかを説明せよ。
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	７－２．　②棒グラフによる要因の層別
・取り扱い中に、素材がバラバラに落下して不良品になる問題に取り組む。
・5年前に操業を始めた頃は多くはなかったから、ばねにヘタリが生じたのではないか、と大方の関係者は考えた。他方、「最近の作業の仕方が荒くなったように見える」という意見もあった。
・バネを新たに作って交換するには、１か月の期間と１００万円のコストがかかる。
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	7-3. データの可視化
　そこで、「素材の重量」という要因に着目し、その水準（重い、軽い）によって落下率が変わるか、を検証した。
　・素材はABCDの４機種あって、重量が異なる。落下率のデータを機種で層別してグラフに表すと左図のようになった。
　・重量が増えると落下率も増えることが明確で、バネが弱いことが原因。
　(1)最初から弱かった、(2)ヘタリが生じた。
　・対策＝線径を増やし、ピアノ線を弁ばねに変更。


▲
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	7-4. ③直交配列表
・バルブ（薄いステンレスの円盤状）のバリ取り、磨きのためのバレル工程で、表面が荒れる不具合が週に２回ほど起きる。起きた時の不良個数は様々。
・研磨条件のバラツキが疑わしいが、どの条件が影響しているのか見当もつかない。そこで、５個の研磨条件の全部を一度に検証する（影響しているかどうか調べる）ことにした。
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	7-5. 疑わしい要因と水準
　・全ての研磨条件に研磨機の速度を加えて、全部で６個の条件を採用し、水準は日常のバラツキ幅の最小値を１とし、最大値を２とした。
　・左図のC（研磨石の量）で説明すると、日常あり得る最少量をC1とし、最多量をC2とする。
・つまり、石の量をC1⇄C2と変化させて、「表面荒れ」が起きるかどうか、実験で調べる。
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	7-6. 直交配列表
　・２水準７列８回実験用である。
　・左図の最上行（123...）、及び左端の列（実験１,実験2...）を除いた「1と2を並べた表」が直交配列表である。
　・これを覚える必要はない。
　・第１列には、１と２が４個ずつある。第２列も同様だが配列が異なる。同様に、どの列も１と２が４個ずつあって配列が異なる。
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	7-7. 割り付け
　・「割り付け」とは、どの要因をどの列に配列するか決めること。通常は、任意に割り付けてよい。
　・この事例では、Aから順にFまでを第１列から第６列まで割り付けた。
　・第７列にも割り付けてよいが、本事例では後述の理由があって何も割り付けない。


▲
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	7-12. データ処理の完了
・「差」をすべて記載する。
・第7列（e）についても計算する。この列の「差」は何を意味するだろうか？
　この列には要因の割り付けがないから、水準１と２の変化による影響というものがない。従って、ここに現れる「差」は、自然に（偶然に）生じた誤差eである。
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	7-13. ジグの遊び量Eが原因
　・全ての疑わしい要因と実験誤差eの「差」を棒グラフに表すと、左図のようになる。
　・明らかに、Eが突出しており、これが原因であることが分かる。
　すなわち、Eを除く他の「疑わしい要因」は実験誤差eとほぼ等しく、水準１⇄２の変化は結果に影響しない。
　別の表現をすれば、Eが信号（シグナル）であり、他は雑音（ノイズ）である。
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	7-14. 全列に要因を割り付ける場合
　・第７列を含む全ての列に要因を割り付けてもよい。その場合、誤差eの列がなくなるが、誤差eとみなすことのできる列が必ず現れるので支障はない。
　・左図の場合は、EとGの２つが原因である。
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	　この場合は、Eのみが原因である。
　・従って、E1（ジグの遊び量少）を選べば、バルブの表面荒れの問題は解消するが、この後、E1とE2の間の境界を究明しなければならない。
（終わり）
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